
                           

 

 
  

   

 

 

文化祭「笑顔満祭（えがおまんさい）」 

～楽しんだもん勝ち!～ 
 

豊岡市立但東中学校第２２回文化祭を９月１３日（土）に開催いたしました。近年の暑

さ対策の一環として、本年度は体育祭と文化祭の日取りを交換しての実施といたしました。

（本年度の体育祭は１１月１日（土）の開催予定としております。）新しい試みのため、様々

なご意見があろうかと思います。学校運営協議会とも協議をしながら来年度以降の実施を

考えてまいります。 

さて、本年度の文化祭は「笑顔満祭（えがおまんさい）

～楽しんだもん勝ち!」のテーマのもと、午前の部は、各学

年代表による意見発表から始まり、音楽部の演奏とダン

ス、３年生の演劇、各学年の合唱発表会を行いました。午

後の部は、講師の 桂 福点 さんをお招きして「大笑いゼ

ーションでノーマライゼーション」という内容で、障害の

有無に関係なく誰もが生き生きと活躍できるノーマライ

ゼーション社会の理念について、笑いを交えながら楽しく

人権講演会を実施いたしました。テーマのとおり本当にと

ても楽しい１日となりました。 

意見発表では、１年生の森井 芽生さんは「ちがうとい

うこと」と題して、これまで当たり前だったからと言って、

何も考えず決めつけてはいけないこと、そして区別と差別

の違いについて考えさせる内容を発表してくれました。 

２年生の太田 翔さんは「あだな禁止のきまりからみえ

てくるもの」と題して、あだ名という意外な側面に目を向

け、あだ名を使うことが悪いと一律に決めつけるのではな

く、何事も使う側に問題があることに気づかせてくれる内

容でした。 

３年生の中尾 美月さんは「夢」と題して、夢を夢で終わ

らせないためには、実際に行動にうつすこと、そして行動

に移すには、物事を自分事として捉えることが大切だと教

えてくれました。 

 音楽部の演奏は、楽器の演奏はもちろんのこと、ダンス

を交えたとても楽しいステージを披露してくれました。楽
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１０月の主な行事（予定） 

１０月 １日（水） ４校時日 職員校内研修会 ノー部活デー（１４時下校） 

          ※冬期バス運行開始（１７時下校バス運行開始） 

    ４日（土） 野球・卓球新人大会  

    ５日（日） 野球新人大会 

    ８日（水） 6校時日 ノー部活デー（１５時４５分下校） 

   １１日（土） 剣道・野球・卓球新人大会 

   １２日（日） 野球新人大会 

   １５日（水） ４校時日 職員会議 ノー部活デー（１４時下校） 

やまびこ学級なかよし交流会（鞄工房 遊鞄） 

   １６日（木） 連合音楽会（３年生参加） 

   １８日（土） バレー新人大会 但東ふれあいまつりバザー出店（３年生有志） 

   ２０日（月） HSP（ハッピースクールプロジェクト）※小６来校体験活動 

   ２２日（水） ６校時日 校内マラソン大会 ノー部活デー（１５時４５分下校） 

   ２３日（木） ２学期中間考査（～２４日（金）） 

   ２６日（土） 豊岡スポーツフェスティバル剣道大会 

   ２９日（水） ４校時日 体育祭予行演習 ノー部活デー（１４時下校） 

器の練習だけでも大変だったに違いないのですが、ダンス

の練習までとなると本当に大変だったと思います。音楽と

ダンスが相まって、改めて音楽の楽しさを感じる事ができ

たステージとなりました。 

 ３年生のステージ発表「アラジンと魔法のランプ」は、

創意工夫のつまった大変楽しい内容でした。短い期間での

準備は大変な苦労があったことと思います。修学旅行で鑑

賞したミュージカル「アラジンと魔法のランプ」を自分た

ちなりに表現し、みんなと一緒に共感しようとする３年生

の文化的感性の成長を垣間見ることができ、大変うれしく

また誇らしく感じました。 

 各学年の合唱発表は、これまでの練習の苦労や一生懸命

さの伝わる大変心の温まる内容でした。１年生の「マイバ

ラード」は大変心のこもった歌声で、頑張って練習したこ

とが感じられる内容でした。２年生の「空は今」は、歌詞

の意味を表現しようとした美しいハーモニーが心に残る

合唱でした。３年生の「あなたへ」は、美しいハーモニー

に加え、力強い声量が聞くものの心をとらえ、心に情景が

浮かぶような感動的な合唱でした。 

 そして各教科の作品や学年展示は、一律の基準で優劣を

決めるものではなく、生徒一人一人の人となりを感じるこ

とのできる個性あふれる作品として、大変興味深く拝見す

ることができました。 

この日、会場に集まった全員が一緒に感じたことそのも

のが「文化」であり、「文化」とは私たちの「生きる力」

を生み出す源であるように思います。文化祭を通して学ん

だこと感じたことを大切にして、これからの学校生活を

益々充実したものにしてほしいと思います。 

 


